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筑波サーキット一般競技規則書

第１章　総　則

第１条　競技規則書の制定

筑波サーキットでは FIA 国際モーター
スポーツ競技規則並びにそれに準拠した
日本自動車連盟（JAF）国内競技規則に従
って筑波サーキット一般競技規則書を制
定し、筑波サーキットで行われるすべて
の JAF公認レース競技会に適用する。
ただし、JAF 日本レース選手権規定に
基づく全日本選手権レース、地方選手権
レースは JAF の選手権規定、統一規則
が優先され、また、各競技会特別規則書
に規定された条文については、それらが
優先される。
筑波サーキットを使用する主催者は、当
一般競技規則に基づいて開催することが
望ましい。

第２条　オーガナイザーの権限

　　オーガナイザーは次の権限を有するもの
とする。

１．参加申込みの受付に際して、その理由を
示すことなく、エントラント、ドライバ
ー、ピットクルーを選択あるいは拒否す
ることができる。

　　当該参加申込が全日本選手権の場合は
JAF モータースポーツ部にその事由が
報告される。

２．ドライバーに対して、指定医師による健
康診断を要求し、競技出場の健康上の資
格について最終的決定をすることができ
る。

３．競技番号の指定、あるいはピットの割当
て等にあたって、各エントラントの優先
順位を決定することができる。

４．保安上または不可抗力による特別の事情
が生じた場合、競技会審査委員会の承認
を得て競技会またはレースの延期、中止、
取止め、レース区分の合併及びレース距
離の短縮、タイムスケジュールの変更、
コースの変更等を決定することができる。
また、24時間以上の延期もしくは中止が
決定された場合は参加料を返却する。た

だし、天災地変の場合はこの限りではな
い。

５．各レース区分における参加申込み台数が
10台に満たない場合は、そのレース区分
を取止めまたは他のレース区分と合併す
ることができる。また、決勝出場台数が７
台（JAF選手権は選手権規定に準拠）に
満たないレース区分は取止めることがで
きる。

６．賞典を適宜に追加することができる。
７．参加料の返還、免除等について決定する

ことができる。
８．競技会スポンサーの広告を参加車両に貼

付させることができる。
９．やむを得ざる理由により、公式プログラ

ムの印刷に間に合わなかったドライバー
の指名登録、または変更について許可す
ることができる。ただし保険への加入そ
の他の完全な参加の形式が競技会事務局
長によって受理されたものに限る。

10．すべてのエントラント、ドライバー、ピ
ットクルー及びその参加車両の、音声、
写真、映像、レース結果等に関し、オー
ガナイザーは報道、放送、放映、出版等
の権限を有し、オーガナイザーが許可し
た場合、この権限を第三者がもつことも
できる。また、競技会の観客の入場料に
ついて決定することができる。

第２章　エントラント、ドライバー及び 
　　　　ピットクルー

第３条　エントラント

１．競技参加者許可証
国内、準国内レース
JAF 国内競技参加者許可証（競技運転
者許可証国内 Aで兼ねることもでき
る）以上を所持していなければならない。

２．ドライバー及びピットクルーの指名登録
エントラントは、本規則並びに特別規則
書に定められた資格を有するドライバー、
ピットクルー等の指名登録を行い、参加
料、保険料を納入して期限内に参加申込
みの手続きを行わなければならない。
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３．ゲスト
エントラントはゲストを招聘することが
できる。ゲストを招聘する場合は各競技
会レース事務局で所定の手続きを行いゲ
ストパスを購入しなければならない。な
おゲストパスの交付料金等はオーガナイ
ザーより案内される。

４．ドライバー、ピットクルー及びゲストに
対する義務と責任
エントラントは、自分が指名したドライ
バー、ピットクルー及びゲストに対して、
諸規則の遵守と健康状態、安全の確保に
ついて徹底させておく義務があり、これ
らの人々の言動や事故についてその最終
的責任を負わなければならない。
ただし、ドライバー、ピットクルー及び
ゲストも同様にそれぞれの責任を負うも
のとする。

５．競技出場の義務
参加が正式に受理されたエントラントは、
FIA 国際モータースポーツ競技規則付
則 J 項、または JAF 国内競技車両規則
並びに特別規則書に従って完全に車両を
整備し、ドライバー、ピットクルーとと
もに必ず競技会に出場する義務を負うも
のとする。なお、エントラントは本人が
出場できない場合は必ず書面をもって代
理人を指名しなければならない。

６．参加の取消し
エントラントは参加申込み後、参加取消
しを行う場合には、その理由を付した書
面を競技会事務局宛に提出しなければな
らない。また、ドライバーが公式予選通
過後、決勝レースに出場できない場合も
エントラントはその理由を付して、速や
かに競技会事務局に届け出なければなら
ない。
ただし、参加締切日以降の参加取消しに
対する参加料の返却はしない。

７．証明書類
エントラントは、自己の車両に関する仕様、
改造、変更等の詳細について製造者が証
明する書類、（FIA、JAF によって公認
された車両は公認書）を必ず携行し、必
要に応じて提示しなければならない。

８．施設に対する損害補償義務
エントラントは自分が指名したドライバ
ー、ピットクルー並びに招待したゲスト
等がレース場の施設、器材、車両等に損

害を与えたときはその原因の如何を問わ
ず補償の責任を負うものとする。

第４条　ドライバー

１．参加資格
国内、準国内レース
JAF 国内競技運転者許可証A以上の所
持者とする。その他特別な参加資格が設
けられるレースではその旨を特別規則書
に明記する。

２．18歳未満の（未成年者）ドライバー
18歳未満のドライバーは、親権者の承認
を必要とし、参加申込の際に、親権者の
承諾書に署名、捺印、印鑑証明書（３ヶ
月以内）の提出を必要とする。

３．ドライバー変更
登録済ドライバーの変更は、やむを得ざ
る理由のある場合に限られる。変更は公
式予選開始１時間前（公式予選のない場
合、決勝レースの前日の午前中）までに
その理由を付して変更手数料を添えて競
技会事務局に届け出て、競技会審査委員
会の承認を得なければならない。

第５条　ピットクルー（メカニック）

１．資格
競技に参加することを許されるピットク
ルーは満16歳以上の者で、エントラント
によって指名登録され保険手続きを完了
した者に限られる。参加申込の際、親権
者の承諾書に署名、捺印、印鑑証明書
（３ヶ月以内）の提出を必要とする。

２．ピットクルーの定員は各レースのシリー
ズ規則・特別規則書等に明示される。車
両のサービスに当たる者は作業に適した
衣服を着用していなければならない。

３．エントラントは競技会当日のチーム責任
者として、ピットクルーの中から経験の
豊富な者１名を選びピット責任者として
登録しなければならない。又エントラン
トは自らピット責任者として参加するこ
ともできる。

４．競技中、ピットクルーは各チームに割り
当てられたピット内に留まり、登録され
たピットクルー以外の者の出入りを禁止
するとともに、ピット内の整頓と火災予
防、及び盗難防止に努めなければならな
い。ピットエリアに出られるのは、ピッ
トイン時の作業の場合に限られる。ピッ
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トサインは、ピット内から出すこと。ま
た、公式予選及び決勝レースの当該走行
が終了した場合は、速やかにピット内を
かたづけて、次レース区分のためにピッ
トを明け渡さなければならない。

第６条　保　険

エントラント、ドライバー及びピットク
ルーは指名登録と同時にオーガナイザー
が特別規則書に規定する傷害保険に加入
するか、または他の有効な保険に加入し
ていなければならない。

第７条　身分証（クレデンシャル）及び 
　　　　車両通行証

１．参加申込みが正式に受理された場合には、
エントラントによって指名登録されたド
ライバー、ピットクルーに対しクレデン
シャルが交付され、また、競技車両搬送
車、サービスカーに対して通行証が交付
される。

２．エントラント、ドライバー、ピットクル
ー及びゲストは、発行されたクレデンシ
ャルを常に正しく身につけていなければ
ならない。

３．競技期間中は発行された通行証に貼付す
る車両のナンバーを記入の上、フロント
ガラスの外部より明瞭に確認できる位置
に必ずつけていなければならず、他に貸
与したり転用したりすることは厳禁され、
違反者に対しては参加資格の剥奪その他
の厳罰が科せられる。また、身分証・通
行証が再発行される場合は有料となる。

４．パドック内における通行は身分証、通行
証に標示された区域に限定されるが、車
両は定められた導線に従って移動させ、
必ず指定の場所に駐車し、緊急通路をふ
さいだり他の通行を妨げたりしてはなら
ない。

第８条　エントラント・ドライバー・ 
　　　　ピットクルーの厳守事項

１．規則の熟知と遵守
エントラントはレースの諸規則並びに各
競技会別に定められた諸規定を熟知し、
これを遵守するとともに自己の参加に関
わるすべての者にこれらの規則を遵守さ
せる責任を有するものとする。また、競
技参加に関わるすべての関係者は、当該

エントラントまたはその代理人と同様に
規則を遵守しなければならない。

２．安全の確保とその責任
安全の確保は、競技に参加するすべての
ものが各自の責任において常に留意して
いなければならない最も重要な事項であ
る。競技中、万一事故による車両の損害
あるいは人員の死傷等があった場合でも
スポーツとしての原則に基づき、その責
任は各自が負わなければならず、オーガ
ナイザー及び他のエントラント、あるい
は競技の運営に当たる競技役員やサーキ
ット職員等に対して一切の補償責任を追
及することはできないものとし、参加申
込みに際して誓約文に署名し、このこと
を明確に約束しなければならない。

３．マナーの遵守
競技に参加するすべての者はスポーツマ
ンとしての襟度を保ち、言語を慎み、礼
儀正しく、明朗公正に行動しなければな
らない。また、競技会の期間中に薬品に
よって精神状態をつくろったり、飲酒し
たりした者はレースから除外される。

４．自主責任体制
競技に参加するすべての者は自らの意志
と責任において参加するものであること
を深く認識し、万一の場合に備えてその
参加について家族の了解を得ておくとと
もに、有効な保険に加入するなどして、
充分な自主責任体制を整えた上で参加し
なければならない。

５．ドライバーズブリーフィング
すべてのドライバー及びオーガナイザー
に指名された者は、必ずブリーフィング
に出席しなければならない。ドライバー
ブリーフィングに遅刻・欠席した者は、
別途行う再ブリーフィングを必ず受講す
るものとし、受講しなかった場合には罰
則が科せられる。尚、再ブリーフィング
受講の際は、手数料として11,000円（税
込）を大会事務局に支払うこと。

６．大会参加車両、オーガナイザーが特に認
めた車両を除き、A・Bパドック内への
入場は禁止される。また、スタッフ連絡
車両（スクーター）等を利用する場合には、
有効な保険（自賠責保険）に加入している
車両に限る。ヘルメット装着の義務・原
付バイク２人乗り、速度違反による暴走
をした場合には、該当エントラントへ罰
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則を科す場合がある。
７．ペット類の入場は、全ての観覧スタンド

へは、キャリーボックスに入れての入場
に限り可能とする。
A・Bパドックを含む場内では、リード
をつけていただくか、キャリーボックス
に入れた状態とし、排泄物は、飼い主様
の責任において必ず処理をすること。

８．サーキット場内は分煙化を実施しており、
指定された場所以外での喫煙は禁止され
る。
また、アルコール類（暫定表彰式用シャ
ンパンは除く）の持込み・飲酒は禁止さ
れる。

９．本条項の違反に対する罰則は、参加者も
しくはドライバーに科せられる。

第３章　参加車両

第９条　競技車両

１．参加車両の詳細に関しては各競技会特別
規則書に規定する。

２．排気音量規定
各競技会（レース、サーキットトライア
ル、走行会）に参加する車両は、筑波サ
ーキットの音量規定の数値を超えてはな
らない。
但し、JAF 選手権筑波シリーズクラス
については、JAF 国内競技規則基準に
準拠する。
（注）筑波シリーズ規則書参照
筑波サーキットコース2000音量規定値

（平成22年３月１日より実施）

音量測定方法 距離（m） 音量（db）
測　定　Ａ 0．5 115以下
測　定　Ｂ 10 110以下
・測定Ａ…�車両停車状態で、排気マフラ

ー出口から45度の角度で0．
5m後方にて、（最大出力の75
％）の回転数で測定し規定値
以下とする。

・測定Ｂ…�走行時にコントロールタワー
前を通過した際に計測し測定
した数値が規定値以下とする。

３．車両に対する暖機
　ａ．タイヤに対する走行前の意図的な加熱

は一切禁止される。
　ｂ．デフウォーマー及びジャッキアップ等

による暖機は禁止する。

第10条　競技番号

１．記入方法
参加車両には、競技会事務局によって指
定された番号を次の方法で記入しなけれ
ばならない。ただし、原則として car 
No．1の番号は前年度チャンピオンのた
めリザーブされる。また、競技会によっ
ては参加ドライバーに対して、年間を通
じて使用する番号が指定される場合があ
る。

２．ゼッケン記入箇所
　ａ．F４、S－FJ の競技番号記入箇所は、

フロントカウル上面とリアウイング左右
翼端板の３箇所に記入する。

　ｂ．その他の車両は、前席ドアの両面とフ
ロント上面及び車体の後方部の４箇所に
記入する。

　ｃ．競技番号はフロントボンネット、フロ
ントカウルには前方から記入し、両側面
及び後部は垂直に記入する。ルーフはコ
ントロールタワー側から記入する。

３．書体と大きさ
　ａ．数字はアラビア数字、書体は角ゴシッ

ク体に準じたものとする。
　ｂ．数字の画線幅５cm以上（フォーミュ

ラカーは４cm以上）、文字の大きさは
35cm 以上（フォーミュラカーは23cm
以上）の大きさでなければならない。車
体の後部の番号は30cm 未満であっても
よい。ただし、特殊な車両についてはそ
の限りではない。

（例）    0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
４．文字の色は、車体色と対照的な色とする。

メタリックは禁止される。
５．競技番号は公式車両検査と同時に技術委

員によって点検され、計時委員、コース
委員及び技術委員が判読しにくいと判断
したものは修正しなければならない。

第11条　車両広告

１．エントラントが競技車両につける広告は、
社名及び商品広告に限り許される。ただ
し、公序良俗に反するものであってはな
らない。

２．オーガナイザーが各参加車両に貼付する
ことを規定した広告あるいはシリーズの
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スポンサー広告は必ず貼付しなければな
らない。広告を規定通り貼付しない車両
に対しては出走が拒否されるか、または
順位が与えられないものとする。

３．車両広告はすべて公式車両検査において
点検され、不適当と判断されたものは撤
去あるいは修正が命じられる。これに応
じない車両は競技参加を拒否される。

第12条　車両変更

１．参加申込み後の車両変更は、やむ得ぬ理
由がある時を除き認められない。

２．車両変更は特別規則書に定める参加車両
規定に合致した同一エントラントの同部
門、同クラスの車両に限り許されるが、
手続きなどは下記の通りとする。

３．公式車両検査前までに車両変更を行う場
合には、新たに車両仕様書、車両変更手
数料添えて競技会事務局に申請しなけれ
ばならない。

４．公式車両検査が終了後の車両変更は、競
技会事務局に届け出て競技会審査委員会
の承認を受けなければならない。この場
合には、新たに車両仕様書の提出と車両
変更手数料、再車検手数料を添えなけれ
ばならない。その上で、再車両検査に合
格しなければならない。
尚、変更が許される期限は当該クラスの
公式予選が開始される30分前までとする。

第13条　参加車両名称

１．参加申込みの際に登録する車両名称は原
則として車両製造者（フォーミュラカー
はコンストラクター）が定めたものとす
る。

２．車両製造者（コンストラクター）が定め
た名称以外のものを使用する場合には、
登録の際に併記してオーガナイザーの承
認を得るものとする。オーガナイザーの
承認のない車両名称及び15文字（全角・
半角を問わず）を超えるものは削除され、
公式プログラム、レース結果、その他の
公式文書に記載されない。

　　　《例》
○○○○スターレット⇒ ◎（可）
○○○○ＥＰ82　　　⇒ ◎（可）
　　　　　（注）車両型式は（可）
○○○○ＥＰ　　　　⇒ ×（不可）

　　　　　　　　（注）�車両名称や型式の略称式

は（不可）
３．登録後の車両名称の変更については変更

手数料を納付しなければならない。

第14条　手数料一覧

１．ドライバー変更手数料�����11,000円
２．車両変更手数料��������11,000円
３．車両名称変更手数料������11,000円
４．車両保管持ち出し等による
　　再車検手数料���������11,000円
５．プログラム記載事項変更手数料��11,000円
６．その他変更手数料�������11,000円
７．再ブリーフィング手数料����11,000円

第15条　公式車両検査

１．公式予選に先立ち公式車両検査を実施す
る。競技に出場する車両は、出走可能な
状態で指示された時間までに、車検区域
に集合し、公式車両検査を受けなければ
ならない。

２．エントラント及びドライバーは公式車両
検査に必ず立ち会うものとし、補助員と
してピットクルーを同行することができ
る。

３．エントラント、ドライバーはその競技会
に有効なライセンス、必要に応じてテク
ニカルパスポートその他の証明書類の点
検を受けなければならない。

４．ドライバーは、公式車両検査時にヘルメ
ット、レーシングスーツ、レーシングシ
ューズ、レーシンググローブ、アンダー
ウェア、バラクラバ、レーシングソック
ス等の安全装備についての点検を受けな
ければならない。

５．公式車両検査を受けない車両及びドライ
バー、また検査の結果、競技会審査委員
会によって特別措置が認められない限り、
所定の時刻までに検査を受けない車両、
また検査の結果不適当と判定された車両
は、公式予選及び決勝レースのいずれに
も出走することはできない。

６．エントラントは技術委員長の求めに応じ
て書類を提出できるよう、車両公認書ま
たはこれに代わる書類を準備していなけ
ればならない。

７．車両検査に車両を提示することは、当該
車両がすべての規則に適合していること
を申告したものとみなされる。競技中に
不適格が発見された場合は当該競技から

4 5



の除外を含む罰則が科せられる。
８．技術委員長は検査の結果、不適当と判断

した箇所について修正を命ずることがで
きる。

９．公式車両検査終了後の車両は如何なる改
造も許されず、修理、調整については必
ず技術委員長の許可を受けた上で行うも
のとする。

10．私的鑑賞目的で車両に撮影用カメラを搭
載する場合には、公式車両検査前までに
競技会事務局へ届けなければならない。
また、公式車両検査時にはカメラを搭載
した上で車両検査を受けなければならな
い。但し、映像を競技の抗議資料として
の利用やインターネットなどでの公開は
禁止とする。また、営利目的でのカメラ
を搭載する場合には、有料とし、別途オ
ーガナイザーに無断で映像を利用目的外
に利用した場合には罰金を含む罰則が科
せられる。

11．競技会審査委員会及び技術委員長は車両
検査の時間外であっても随時参加車両の
検査（分解検査を含む）を行う権限を持
ち、この検査に応じないエントラントに
対しては罰則が適用される。ただし、公
式予選、決勝レースへの参加を脅かすも
のであってはならない。

12．競技会審査委員会及び競技会技術委員長
は、エントラントに対して、車両公認書
及び部品やサンプルの提出を求めること
ができる。

13．決勝レース終了後、各部門で指定された
台数の車両が検査を受けるものとし、競
技会審査委員会は更にレースに参加した
他の車両を検査させることができる。

14．オーガナイザーは競技会審査委員会の承
認を得て車両検査の結果を公表すること
ができる。

15．オーガナイザーが自動車番入力装置を使
用する場合は公式車両検査時までに取り
付けていなければならない。

16．原則、公式車両検査を受ける参加車両は、
エントラントによって燃料を抜き取られ
なければならない。

第16条　燃料規定

１．不要のガソリンやオイルは、エントラン
トの責任において、密閉容器に保管され
なければならない。

２．使用できる燃料は筑波サーキット内給油
所で供給される燃料でなければならない。
但し、オーガナイザーが特に指定する場
合を除く。

３．燃料に添加剤を混入したり、燃料の性質
を変える装置を取り付けたりすることは
一切禁止される。ただし、潤滑に必要な
オイルの銘柄や仕様は自由とする。

第４章　信号合図及び競技中の 
安全遵守事項

第17条　信号合図

１．信号の遵守
ドライバーに対しては、FIA 国際競技
規則付則H項に定める信号によって指
示が与えられる。全てのドライバーは、
十分にこれらに精通していなければなら
ない。

２．競技車両は、セッション終了合図（チェッ
カー旗）を受けた以降、再度コントロー
ルラインを通過することはできない。

３．旗信号に従わないドライバーには罰則が
適用される。その違反行為の判定に対す
る抗議は受け付けられない。罰則は競技
会審査委員会の裁定によって決定される。
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第18条　追い越し

１．レース中、走路上に他の車両がいない場
合には当該走路の幅員の全部を使用する
ことができる。但し、その車両が一時的
もしくは断続的に速い車両によって追い
付かれた時に、そのドライバーは、直ち
に一方の側に車両を引き寄せて他の車両
に対し優先権を与えるものとする。

２．追い迫られている車両のドライバーが、
そのバックミラーを十分に使用していな
いと思われる場合には、他の競技者がそ
の者を追い越そうとしていることを知ら
せるために、青旗を振って警告する。青
旗を無視したドライバーには、競技会審
査委員会により罰則が適用されることが
ある。組織的または反復的な違反に対し
ては、その違反者をレースから失格にす
ることができる。

３．コーナーならびに、その入口および出口
地帯では、ドライバーが望むいかなる方

法によっても走路の範囲でこれを通り抜
けることができる。追い越しは、その瞬
間の可能性に応じて、左右のいずれかの
側で行ってもよい。ただし、唐突な進路
変更を伴うような、他のドライバーを妨
害するような行為は厳重に禁止され、か
つ違反の重大性および反復度に応じて罰
金からレース失格までの罰則が科せられ
ることとする。故意ではなくとも、危険
な走行を反復する場合にはそのレースか
ら失格となる場合がある。

４．共通の利害をもつ、もたいないにかかわ
らず、１名もしくは複数のドライバーに
よって妨害行為を行うことは禁止される。
複数の車両が執拗に並行して走行するこ
とや、扇形の配置を取ることは追い越し
を行おうとしている他の車両がいない場
合のみ認められる。それ以外の場合には
青旗が表示されることとする。

５．青旗を無視することに対して科せられる
罰則は走路の一部を妨害するドライバー

旗 の 種 類 指　　示　　内　　容

赤 　 　 旗
競技中止。ドライバーは直ちに速度を落とし、公式予選中はピットレーンに進入し、決
勝時は（指定された場所）へ停止すること。
必要に応じ停車できる態勢をとり、追い越しは禁止される。

黄 旗

これは危険信号であり、次の２通りの意味をもってドライバーに表示される。
１本の振動：速度を落とし、追い越しをしないこと。進路変更する準備をせよ。トラッ
クわき、あるいはトラック上の一部に危険箇所がある。ドライバーがスピードを落とした
ことが明らかでなければならない。これは、ドライバーが、手前で制動したこと、および
/またはそのセクターで速度を著しく落としたことを意味する。
２本の振動：速度を大幅に落とし、追い越しをしないこと。進路変更する、あるいは
停止する準備をせよ。トラックが全面的または部分的に塞がれているような危険箇所
がある、および /あるいはマーシャルがトラック上あるいは脇で作業中である。フリー
走行および予選中は、ドライバーが有意義なラップタイムを達成しようとしていない
ことが明らかでなければならない。これは、ドライバーが当該ラップを放棄するべきで
あることを意味する（次のラップで走路が十分片付いている場合がありうるので、ピ
ットへ入らなければならないことを意味するものではない）。

緑 旗トラックが走行可能（コースクリア）黄旗区間解除。
赤の縦縞のある黄旗トラック（路面）がオイル等で滑りやすい。
白 旗トラック区間に低速走行車両がある。
青 旗 他の競技車両が追い越しを行おうとしている。
黒 旗 指示を受けた場合には、次の周回時にピットの指定された場所に停止すること。

オレンジ色の円形のある黒旗
車両に欠陥が生じている。指示を受けた場合には、次の周回時に自己のピットに
停車すること。

黒と白に斜めに２分された旗 スポーツ精神に反する行為をしたドライバーに対する警告
黒と白色のチェッカー旗 競技終了。

４．旗信号の意味
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に対しても適用され、かつ、組織的な妨
害の場合には更に厳重なものとし、罰金
からレースからの失格の範囲にわたるも
のとする。他の競技者の追い越しを阻止
するために走路の一方の側から他方の側
にと横振り走行するドライバーに対して
も同様の罰則が適用されるものとする。

６．重大な過誤を繰り返したり、あるいは車
両に対するコントロールの欠如（走行か
ら離脱するような）が見受けられるとき
には、当該ドライバーを失格にすること
ができる。

７．レース中においてはドライバーはレース
走路のみを使用するものとする。

第19条　走路の安全規定

１．走路は白線で明記される。この白線を４
輪ともに逸脱する走行（トラックリミッ
ト違反）は許されない。
また、４輪ともに逸脱していない状況が
あってもペナルティを科す場合がある。
ランオフエリアは非走路となる。

２．故意に規定の走路から外れたり、コーナーを
ショートカットしたりする走行は禁止さ
れる。

３．コーナーをショートカットしたり、ラン
オフエリアをそのまま走行してコースに
復帰した場合には、下記の処置が取られ
る。
公 式 予 選：�トラックリミット違反の場

合は、タイムの短縮に繋が
ったと判断されたタイムは
採択されない。また、度重
なるトラックリミット違反
は、スターティンググリッ
ド降格となる場合がある。

　　決勝レース：�結果として有利になったと
判断された場合は、ペナル
ティが科せられる。

４．走路は必ず定められた方向に走行し、い
かなる場合にも逆方向に走行してはなら
ない。但し、競技役員が安全上の理由で
誘導した場合にはこの限りではない。

５．ダンロップコーナー先の２輪専用『MC
コーナー』部分は、エスケープロードと
し非走路とする。

６．走行中にコントロールを失った車両、あるい
は走路外に出た車両のドライバーがコー
スに復帰する場合は、後続車両など他車

の妨害にならないように注意し、安全を
確認した上で走路に戻ることができる。

第20条　ドライバーの厳守事項

１．競技に参加するドライバーは、フルフェ
イスまたはジェットタイプで、ＳＧ規格
以上のヘルメットを着用すること。

２．オープンタイプの車両はフルフェースの
ヘルメット装着を強く推奨する。

３．製造者が認めた以外の方法で、ヘルメッ
トに対して改造、加工をしてはならず、
カメラを取り付けることも禁止する。

４．公認競技（レース）に参加されるドライ
バーは、公認されたヘルメット、耐火性
のレーシングスーツ、レーシンググロー
ブ、バラクラバ、レーシングソックス、
レーシングシューズ、頭部および頸部の
保護装置「FHR システム（HANS）」
等を必ず着用すること。

　　サーキットトライアル、走行会等につい
ては、耐火耐熱構造のメタ系アラミド繊
維素材（ノーメックス、コーネックス）
を使用したレーシングスーツ着用を推奨
いたします。ただし、模擬レース形式の
場合は、耐火耐熱構造のメタ系アラミド
繊維素材（ノーメックス、コーネック
ス）を使用したレーシングスーツの着用
が義務となります。

５．フォーミュラクラス以外の車両は、走行
中は運転席側の窓を全閉とする。
但し、ウインドウネット装着時は、窓の
開閉を可能とする。

６．国際モータースポーツ競技規則付則 H
項ならびに L項の規定を遵守するもの
とし、競技に適した健康状態で参加し、
競技中はつねにお互いの安全を考慮した
協調的マナーのもとに自己の技量とコー
スの状態に適した競技速度で車を操縦し、
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危険なドライブ行為があってはならない。
本条項の「危険なドライブ行為」とは、
a．衝突を起こしたもの
b．�他のドライバーのコースアウトを強
いるもの

c．�他のドライバーによる正当な追い越
し行為を妨害するもの

d．�追い越しの最中に他のドライバーを
不当に妨害するもの

等を指し、その行為が危険と判定された
場合は、厳しく罰せられる。

７．緊急の際、競技中に救急車、消火車、競
技役員車、レッカー車などサービス車両
がコースを走行したり、必要な作業を行
うため駐・停車したり、また、競技役員
がコースに立ち入る場合があることをド
ライバーは承知していなければならない。

８．走行中に車両トラブルが発生しコース上
にオイル等の液体を出す恐れがある場合
には、無理にピットまでは戻らず速やか
に安全な場所に車両を停止しなければな
らない。

第21条　セーフティカー

１．競技中に、ドライバーあるいはオフィシ
ャルが危険な状況ではあるが、レースを
中断するほどでは無い場合に、競技長の
判断によりセーフティカーを使用する場
合がある。

２．セーフティカーは、車体の両サイド側及
びリア後部に『SAFETYCAR』と表記
された車両を使用する。その車両はルー
フに３個の黄色点滅灯、車体後部には２
個の緑色点滅灯を備えている。

３．セーフティカーは、国際モータースポー
ツ競技規則付則H項の規定を準用する。

４．競技中にセーフティカー導入が競技長よ
り命令が下された時点で、メインポスト
を含む全てのオブザベーションポストよ
りイエローフラッグの振動および
『SC』ボードが表示される。セーフテ
ィカーの活動が終了するまで保持される。

５．セーフティカーが活動中の各周回は、レ
ース周回として数えられる。

第５章　公式予選

第22条　公式予選出走

１．参加ドライバーは、公式予選に出走しな
ければならない。

２．公式予選に出走しなかった車両及びドラ
イバー、あるいは公式予選通過基準タイ
ムを達成しなかった車両及びドライバー
は、決勝レースに出場できない。但し、
公式予選通過台数が最大決勝出走台数に
満たなかった場合、予選暫定結果発表か
ら30分以内に提出された出走嘆願書に対
し、競技会審査委員会の承認により決勝
出場を認めることができる。

３．公式予選に出走する車両は公式車両検査
に合格したもので、指定された競技番号
を正しくつけていなければならない。

第23条　公式予選方式

公式予選の方式は特に定めがない限り次
のいずれかとする。

１．タイムトライアル方式
一定の時間内に指名されたドライバーと
その車両が任意に走行し、記録されたベ
ストラップタイムの比較によりグリッド
の順位を判定する。

２．タイムアタック方式
一定の周回数を指名された少数のドライバ
ーとその車両が合図に従って走行し、記
録されたベストラップタイムの比較によ
りグリッドの順位を判定する。

３．ヒートレース方式
一定の周回数を指名されたドライバーと
その車両が競走し、その結果によりグリ
ッドの順位を判定する。

第24条　トランスポンダー（自動計測装置）の 
　　　　装着

１．全ての参加者は、オーガナイザーが用意
したトランスポンダーを公式車検までに
装着し、フリー走行、公式予選、決勝レ
ースの全てに装着しなければならない。

２．トランスポンダーは、当日の参加受付時
に配布され、返却については正式結果発
表後（車両保管解除後）速やかに大会事
務局まで返却すること。

３．トランスポンダー本体、取り付けホルダ
ー等をクラッシュ・火災等で紛失または
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加工された場合には、オーガナイザーよ
り実費請求される。

第25条　計測

公式予選の計測は、次の各項に基づいて
行われる。

１．公式予選の順位は、それぞれのドライバ
―が走行中に記録されたベストラップタ
イム順に決定される。

２．同一タイム
２名以上が同一タイムを記録した場合は
早い時刻にそのタイムを記録したものに
優先権が与えられる。なお、同時刻に同
一タイムを記録した場合にはセカンドタ
イムの比較により決定される。

３．最終周回タイム
計測は、規定された予選時間の経過をも
って終了とされる。従って、チェッカー
フラッグが遅れて表示された場合におい
ても上記の時点でその車両に対する計測
は終了とする。ただし、終了時刻後に走
行中の最終周回は、その周回で到達する
コントロールラインの計測タイムは有効
とする。

第26条　公式予選基準ラップタイム

公式予選通過基準タイムは、公式予選で
達成されたタイムの上位３位までのタイ
ムを平均し、その130％以内とする。

第27条　公式予選中の車両に対する作業

公式予選中の車両に対する作業は必ず割
り当てられたピットの作業エリア（ピッ
トエリア）で行うものとする。一旦パド
ックに入った車両はすべて走行を終了し
たものとして再びコースに戻ることは許
されない。

第28条　公式予選の中断

競技長はコースの安全性の確保または、
清掃、車両の回収、負傷者の救出等のた
め公式予選を中断することができる。特
に定められない限り、中断に関する指示
及びその後の時間延長または短縮は競技
会審査委員会に一任される。公式予選中
断の合図が表示された場合、走行全車は
ピットへ停車するものとする。公式予選
中、または公式予選中断時に、何らか
の理由（車両停止）によりマーシャルの

手助けを受けてピットに戻った車両は残
りの公式予選が再開された場合は、再び
コースインすることは許されない。なお、
黄旗もしくは赤旗提示の原因と特定され
たドライバーは、罰則の対象となる場合
がある。公式予選中断後の再開はピット
エンドから競技役員の指示に従って１台
ずつスタートするものとする。

第29条　予選終了後の車両持ち出し

公式予選終了後、オーガナイザーが指定
した待機場所から車両を持ち出すことは
できない。持ち出す場合は再車検手数料
を添えて車両持ち出しの手続きをとるこ
と。

第30条　保管持出車両に対しての再車検

保管持出車両は、再車検を受ける義務が
ある。再車検の実施は技術委員長の指示
に従うものとする。

第６章　レース

第31条　スタート

１．スタート方式
スタート方式は特に定めがない限り以下
の中から選択され、各競技会特別規則に
記載される。再スタートの場合の方式は
その都度、状況に応じて競技長が決定す
る。尚、コース状況等によりセーフティ
カーを使用したローリング・スタート方
式でレースをスタートさせる場合がある。

　ａ．スタンディング・スタート
定められたグリッドについて静止状態か
ら発進するスタート方式。

　ｂ．ローリング・スタート
走行状態から発進するスタート方式。

２．ピットスタート
レーススタート合図の後、全ての競技車
両がピット出口を通過し、ピット出口の
信号灯にグリーンランプが点灯すること
によりピット出口からスタートが許され
る方式。

３．スターティンググリッド
　ａ．グリッドの配列は１×１のスタッガー

ドグリッドを原則とする。グリッド配列
及び出走台数については特別規則書に定
められる。
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　ｂ．ポールポジション
ポールポジションは、最前列のインサイ
ド（右側）のグリッドとし、以下成績順に
スタッガードポジションに配列される。

４．タイヤ変更に伴うポジション
タイヤ本数制限が有る全てのクラスにお
いて、競技会開催中の外的要因（パンク
等）等やむを得ない理由により競技長の
許可を得てタイヤ交換を行った車両は、
各レースのシリーズ規則・規則書等に明
示されている場合を除き、最後尾グリッ
ドからの決勝レース出走が認められる。
なお、申請は暫定結果発表後30分以内に
文書にて競技長に提出すること。

５．非発走車のグリッド
スターティンググリッドが発表された後
の非発走車のグリッドについては原則と
して空席とする。

第32条　スタート進行手順

１．ドライバーはタイムスケジュールに示さ
れたスタート時刻の５分前までに定めら
れたグリッドにつくことができるよう各
車両は充分な余裕時間をもって待機し、
ピットエンドからコースインする場合は、
コースオープンより３分以内にグリッド
へ向けてコースインしなければならない。
グリッドについた後は、エンジンを停止
して待機する。
ただし、天候その他の状況に応じて変更
のある場合はその都度競技長が指示する。

２．ピット出口はグリッドへ向けてコースイ
ンを開始してから３分後に一旦閉鎖され
る。ピット出口の閉鎖までにピットを離
れることのできなかった車両は、第31条
２．の要領でピットスタートとなる。

３．ダミーグリッドからのスタートの場合、
スタートの予告は特に定めがない限り、
５分前、３分前、１分前、30秒前が表示
板によってなされ、この表示には音声を
伴うことがある。
ａ．５分前ボードの表示……スタートの

進行開始、グリッドへの進
入は締め切られ、コース上
における全ての作業は禁止
される。

ｂ．３分前ボードの表示……ドライバー、
競技役員及びフォーミュラ
カーの補助始動装置使用の

ための付添いのチームメン
バーを除いて他のすべての
人々はコース上から退去する。

ｃ．１分前ボードの表示……エンジン始
動。（必ずセルフスタータ
ーによるものとし、フォー
ミュラカーは補助始動装置
の使用も可）

　　　　　　付添いのチームメンバーは
コース上から退去する。

ｄ．30秒前ボードの表示があった後、ダ
ミーグリッドの前方でグリーンフラ
ッグが振られ、全車はスターティン
ググリッドの隊列を保ちつつフォー
メーションラップを開始する。フォ
ーメーションラップはポールポジシ
ョン車両のペースで全車両を誘導す
るが、この周回中は一切の追い越し
は禁止される。尚、オーガナイザー
の判断によっては、フォーメーショ
ンラップの先導にオフィシャルカー
が使用される場合もある。

ｅ．フォーメーションラップに発進する
ことができないドライバーは手を上
げなければならない。他の全車両が
発進した後にマーシャルは該当車両
をトラック上で押してエンジンを始
動することができる。その後、この
車両はフォーメーションラップを行
うものとするが、他の競技車両を追
い越すことはできない。

ｆ．フォーメーションラップの際に、ス
タートに出遅れた車両及びフォーメ
ーションラップ途中で、車両不調な
ど正しい位置が保てなかった車両は、
グリッドの最後尾からスタートでき
る。但し、その車両が（h）によるレ
ッドライトが点灯するまでにグリッ
ドに停車できない場合には、オフィ
シャルの指示に従い、一旦ピット戻
り、その後第31条２．の要領でピット
スタートとなる。

ｇ．フォーメーションラップ中に、スタ
ート練習は禁止され、著しく隊列を
乱してはならない。もし乱れた場合
には反則スタートとして罰則が適用
される。

ｈ．フォーメーションラップを終了し、
スターティンググリッドに着いた車
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両は定められた位置に正しくエンジ
ンをかけたまま停車する。全車両が
正しい位置についたことが確認され
るとメインポストよりレッドライト
点灯５秒前をボード表示する。その
後スターターがグリッドの静止状態
を確かめてレッドライトが点灯され
る。その後２秒以上３秒以内にレッ
ドライトが消灯されレースがスター
トとする。

　　この間にエンジンが停止してスター
トできない場合には、当該ドライバ
ーは両手を挙げて合図するとともに、
担当の競技役員はイエローフラッグ
の振動で他のドライバーに知らせる。
スタート不能のドライバーが原因と
なりスタートが延期された場合には、
その当該ドライバーはピットスター
トもしくは最後尾スタートからスタ
ートすることができる。この場合は、
当該ドライバーの当初グリッドは空
けておくものとする。

４．ローリング・スタートの場合
　１）スタート手順は、フォーメーションラ

ップ開始５分前まではダミーグリッドか
らのスタート手順と同じ規則に沿って進
められる。

　２）ローリングスタートの場合、スタート
の予告は特に定めがない限り、５分前、
３分前、１分前、及び30秒前を表示した
ボードにより表示される。これらのボー
ドは警告音とともに表示される。
ａ．フォーメーションスタート30秒前の

表示後、全ての赤色ライトが消灯し、
スタートラインで緑旗が振られ、全
車両はフォーメーションラップに発
進する。フォーメーションラップを
開始すると全オブザベーションポス
トにおいて黄旗が提示され、隊列の
すべての車両がスタートラインを通
過後スタートラインの信号灯のすべ
ての赤色ライトが点灯される。

ｂ．フォーメーションラップはオフィシ
ャルカーが全車両を最高約80km/h
にて先導する。隊列はこれに従って
走行する。　

ｃ．下記ｄ．のケースを除き、フォーメ
ーションラップにおいて理由の如何
にかかわらず、正しい位置を保てな

かった車両は、自己のポジションに
戻ることは許されず、隊列の最後尾
に付けなければならない。

ｄ．フォーメーションラップにおいて、
グリッドを離れる際に出遅れてしま
った車両は、残りの全車両がスター
トラインを通過するまでに発進でき
た場合に限り、自己のポジションに
戻るために他の車両を追い越すこと
が許される。それ以外の追い越しは
禁止され、隊列の最後尾に付けなく
てはならない。この際、追越しが許
されない車両に対してはスタートポ
ディウムにて黄旗が表示される。

ｅ．バックストレートで、競技車両は
GRIDフォーメーション（グリッド
位置の隊列）を形成する。フォーメ
ーションラップが終了してオフィシ
ャルカーが退去した後も、ポールポ
ジションの車両はそのまま同じ速度
を保ちつつ全車両を誘導する。メイ
ンストレートでは自車両に割り振ら
れたイン側またはアウト側のスター
ティンググリッドボックスの列上を
走行するように努めるものとする。
スタート信号灯の赤色ライトが消灯
するとともに緑色ライトが点灯しス
タート合図となるが、スタートライ
ンを通過するまではレースはスター
トしたものとはみなされない。すべ
ての車両はスタートラインを通過す
るまで、グリッドの順番を保たなけ
ればならない。

ｆ．フォーメーションラップ中に何らか
の問題が生じた場合、スタート信号
灯には赤色ライトが継続して点灯さ
れ、全オブザベーションポストにお
いて黄旗が提示される事により、フ
ォーメーションラップの継続を行う
（全車両の速度は維持されること）。
その後、オフィシャルカーが隊列の
先頭に合流し、さらにもう１周フォ
ーメーションラップを行う。

５．スタート延期
フォーメーションラップ中、およびフォ
ーメーションラップ終了後、スターティ
ンググリッド上で何らかの理由で問題が
ある場合は、下記の処置がとられる。
ａ．スタートのレッドライト点灯する前
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の場合はレッドフラッグが振動表示
され、「START DELAY」（スタ
ート遅延）ボードがスタートライン
に掲げられる。

ｂ．スタートのレッドライト点灯後の場
合はイエローライトの点滅を併用し
て「START DELAY」（スタート
遅延）ボードがスタートラインに掲
げられる。

ｃ．上記ａ．及びｂ．のいずれの場合も
全車両のエンジンは停止され、スタ
ート手順５分前から再開され、レー
ス距離は１周減らされる。

ｄ．スターティンググリッドの最後列の
車両がスタート不能になった場合は
上記 a．～c．は適用されない場合
がある。

６．上記５の手順が１回以上必要となった場
合でも、燃料補給は禁止される。

７．スタート後、スターティンググリッドに
おいて作動不能となった車両がある場合、
オフィシャルは直ちにエンジンをスター
トさせるべくコースに沿って車両を押す
ものとする。数回の試みの後も当該車両
が始動しない場合は、オフィシャルは当
該車両をピットまで押して移動し（距離
が近ければピット出口から入ることもで
きる）そこでメカニックが介入して始動
させることができる。

８．上記のスタート進行手順に違反したドラ
イバーやチームメンバーに対しては、当
該チームのドライバーにスタート進行手
順違反の罰則が適用され、競技会審査委
員会の決定により、罰則が科される場合
がある。

第33条　反則スタート

１．スタート合図が出される前に所定の位置
から発進したドライバーに対しては、反
則スタートとして罰則が適用される。審
判員による反則スタートの判定に対する
抗議は受け付けられない。

２．反則スタートに対する罰則は、競技会審
査委員会の決定により、第48条の罰則が
科される。

第34条　レース中の車両修理

１．部品、工具
レース中における車両の修理、調整、部

品交換はその車両に積み込んであるもの
か、または、ピットに準備してある部品
と工具とによって行わなければならない。

２．コース上のドライバーに対する援助禁止
ピットに準備してある部品工具による修
理、調整、交換は正規にピットに停止し
た車両に対してのみ行うことができる。
コース上で停車した場合、ドライバー自
身がピットから部品工具を携行したり、
あるいはピットクルーやその他の者が携
行したりしてはならず、コース上のドラ
イバーに対しては如何なる援助も禁止さ
れ、競技役員以外のものが停止した車両
にふれることは許されない。これに対す
る違反車両は直ちにレースから除外され
る。

３．コース上での修理
やむを得ない事情でピット以外のコース
上で車両を修理、調整、部品交換あるい
は危険部分の除去などを行う場合は、他
の車両の支障とならない安全な場所に停
車し、当該ドライバーがその車両に積み
込んである部品、工具を使用して作業に
当たらなければならない。

４．人力または他車両の援助による推進禁止
レース中の車両はいかなる場合であって
も、その車両の動力で推進されなければ
ならない。したがって、人力または他の
車両の力でコースに沿って押し進めたり、
コントロールラインを越えたりしてはな
らない。ただし、ドライバーまたは競技
役員によってコースから安全な場所に押
し出す場合はこの限りではない。

５．コース上に放置された車両はたとえ一時
的であっても理由、期間の如何を問わず
レースを放棄したものとみなされる。

第35条　リタイヤ

１．ピットでのリタイヤ
レース中事故あるいは車両の故障などで
その後の走行の権利を放棄する場合は、
原則としてピットに停車し、その旨を競
技役員に届けるものとする。

２．コース上でのリタイヤ
コース上において車両が動かなくなった
ためにリタイヤする場合は、安全な場所
に停車したのち、その地点から最も近い
ポストにいるコース委員にその旨を届け
なければならない。
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３．意思表示
競技役員に届け出る前に、ヘルメットを
脱ぐなどの態度でその意志を表明するこ
とがドライバーとしての義務であるが、
負傷その他の理由で届出や意志の表明が
できない状況下では競技役員の判定に委
ねられる。

第７章　ピットイン及びピットアウト

第36条　ピットからの発進

１．ピットからの発進
ピットから再び発進してコースに戻るの

は競技役員の指示に従ってピットクルー
の誘導の下に行うものとし、エンジンは
フォーミュラカーまたは特に許可された
車両を除き、必ずドライバーが車両に着
座して搭載されたスタート装置を使用し
て始動させなければならない。押しがけ
は禁止される。また、コースインの際、
走路とピットレーンを区分するホワイト
ライン（点線含む）は、審査委員会で不
可抗力と判定された場合を除き、いかな
る方向からも横切ってはならない。

２．信号の確認
ピット出口には、グリーン／レッドのラ
イトが設けられる。
すべての公式予選中及びセーフティカー
出動中はグリーンライトが点灯している
ときのみコースインすることができる。
（レッドライト点灯時はコースインする
ことはできない）。
決勝レース中はライトの指示に従い当人
の責任においてコースインするものとす
る。

３．ピットから発進後の第１コーナー
ピットから発進後の第１コーナーはイン
サイドについて走行するものとし、直線
コースから同時に進行する車両がある場
合はこれを優先させなければならない。
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第37条　ピットロードヘの進入

１．ピットロード
コースアウトの際、走路とピットロード

を区分するホワイトライン及びイエロー
ラインは、審査委員会で不可抗力と判定
された場合を除き、いかなる方向からも
横切ってはならない。

２．ピットインの方法
ピットロードに入る際は、第２ヘアピン
進入より右端をとりバックストレート直
線を右端に走行し、ピットロード入口手
前で必ず方向指示器または手で合図して、
安全を確認し専用通路を進入しなければ
ならない。

３．ピットレーンの制限速度40km/h に制限
される。
（速度規制区間は、ピットNo １手前よ
りピット出口信号付近の白線までとす
る。）

第38条　ピットストップ

１．停止義務
ピットに停車する車両は、できるだけ車
両を自己のピットに近づけて他の競技車
両が安全に通過できるだけの通路をあけ
ておかなければならない。その際、フォ
ーミュラカーまたは特に許可された車両
を除きエンジンは停止させること。なお、
ピットクルーの１名は必ず誘導に当たる
ことを怠ってはならない。

２．オーバーシュート
誤って自己のピットを通り過ぎて停車し
た場合は、競技役員の了承を得て自己の
ピットクルーの応援のもとに押し戻して
ピットにつけることができる。この場合
バックギアの使用は厳禁とする。

第39条　ピット作業

１．ドライバー
ピット作業中ドライバーはそのまま車両
の中に留まっていることができる。また
車両から出てピット作業を手伝うことも
自由である。

２．ピット作業の指揮監督
ピット責任者またはピットクルーの１名
はピット作業並びに車両の出入りについ
て指揮監督に当たらなければならない。

３．競技中は各競技会特別規則書で許されて
いる場合を除き、すべての液体（水を除
く）の補給は禁止される。

４．燃料・オイルの補給
競技中の車両に燃料・オイル補給はでき
ない。
ただし、特別規則書で競技中の燃料、オ
イルの補給について許されている場合は
必ず次の各項を遵守して実施しなければ
ならない。

　ａ．競技中の燃料補給は車両がピットスト
ップした際にピット作業エリアにおいて
のみ実施することができる。

　ｂ．燃料補給は JAF 国内競技車両規則に
従うこと。詳細は特別規則書に明記する。

　ｃ．ピット内における燃料の保管はスクリ
ューキャップのついた金属製携行缶で行
うものとし、１缶の最大容量は20L とす
る。金属製携行缶以外の容器の使用は禁
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止される。尚、エントラントは２㎏以上
の消火器２本以上を必ず用意しなければ
ならない。

　ｄ．エントラントは、燃料補給要員を指名
するものとする。燃料補給要員は防火用
の衣服、マスク、手袋、靴等を完全に装
着して任務を遂行するものとし、燃料補
給中は他の任務を行ってはならない。

　ｅ．燃料補給は承認を受けた補給装置を使
用して行うものとする。
燃料補給中はピットクルーが消火器をも
って車両のそばに待機すること。

　ｆ．燃料補給中、ドライバーは車内に留ま
ることができる。ただしエンジンは特別
規則書に記載されている場合を除き必ず
停止すること。

　ｇ．燃料あるいは燃料補給装置の冷却は禁
止される。

５．器材の整頓
ピット内においてはつねに器材を整頓し、
ピットストップ直前の準備を除きタイヤ、
器材、工具等をピット前に出しておくこ
とは禁止される。また、作業終了後は速や
かに取り片付けなければならない。

６．火花または高熱を発する用具の使用は一
切禁止される。

７．ドライバーヘの合図と計測
　①エントラントから指名されたピットクル

ーは、各チームに割り当てられたピット
内から走行中のドライバーにサインボー
ドの提示、あるいは計測にあたることが
できる。（ドライバーへの合図や計測のた
めにピット作業エリア内に立ち入ること
は禁止する）

　②競技・イベント期間中、筑波サーキット
場内で、無線機材（含む携帯電話搭載
等）の使用について禁止する。但し、各
特別規則書、各ワンメイク規則書、又は
案内に記載がある場合はそれに従うもの
とする。

第８章　レースの中断及び再スタート

第40条　赤旗によるレースの中断

事故等によりコースが閉塞状態となるか、
または天候その他の理由により、その時
点におけるレース続行が不可能となった
場合、コントロールラインにおいて競技

長（またはその代理人）の指示により赤
旗およびレッドライトを表示し、すべて
のオブザベーションポストにおいて赤旗
が一斉に振って表示される。走行車両は
減速しつつピットインし、ファストレー
ン上の赤旗ライン（30番ピット手前付
近）で停止すること。すべての車両は赤
旗ラインの後方にゆっくりと進み、そこ
で一列に停止しなければならない。セー
フティカーは、ファストレーンに停止し
た車両列の先頭に進み出る。
なお、特別規則に別途定めがある場合は、
その規則を優先する。

１．赤旗が提示された場合、追い越しは禁止
され、ピット出口は閉鎖される。すべて
の車両は赤旗ラインの後方に進み、一列
に停止しなければならない。レース再開
時のグリッドは、赤旗ラインに停止した
順に一列で配列されるものとする。ただ
し、コース閉塞等によりグリッドに戻れ
ない車両がある場合、または赤旗中断の
要因により順位変動の判定が困難な場合、
競技会審査委員会の承認のもと、レース
中断前の順位に基づき、各車両の位置が
特定できる最終のコントロールライン通
過順で配列する。

２.コース閉塞によりグリッドに戻れなかっ
た車両は、コースが使用可能となり次第
ピットに戻される。なお、レース再開後
の周回数または時間は減算される場合が
ある。

　　赤旗提示時点で、すでにピットロードま
たはピットレーンにいた車両は、ペナル
ティを受けない。

３．レース中断中も、レースおよび計時シス
テムは停止しない。車両は競技役員の許
可がない限り、赤旗提示中にファストレ
ーンから移動することはできない。赤旗
提示後にピットインし、作業エリア等へ
移動した車両は、ファストレーンに停止
した当初の順序に戻ることはできない。

　　赤旗解除後、ファストレーンでの作業が
許可されるが、作業内容は以下に限られ
る。

　　・�タイヤ空気圧のチェック、ホイールの
締め増し作業

　　・�エンジンの始動および始動準備
　　・�天候急変等により競技長が許可した場

合のタイヤ／ホイール交換
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　　・�雨天時の車両カバーの装着
　　・�車両補修が必要な場合、競技役員の許

可を得て作業エリアへ移動する。ただ
し、作業エリアにおいても液体類の補
充は許可されない。

　　ドライバーおよびピットクルーは、常に
競技役員の指示に従わなければならない。

　　ピット作業エリアおよびファストレーン
には、ドライバー、ピットクルー、競技
役員のみ立ち入りが認められる。

４．赤旗中断後の再スタート手順は、審査委
員会により別途定められる場合がある。

第41条　再スタート手順

審査委員会が別途定めた場合を除き、レ
ースは以下の手順で再開される。

１．遅延は可能な限り短く保たれ、再開時刻
が判明次第、チームにはピット放送等を
通じて通知される。いかなる場合も、少
なくとも5分前には通知される。

２．再スタート前には、（5分前）、3分前、
1分前、30秒前のボードが表示され、い
ずれも警告音を伴う。

３．3分前ボードが提示されると、すべての
作業は禁止される。3分前ボード提示時
点までに、すべての車両はホイールを装
着していなければならない。装着されて
いない車両は、全車コースイン後、最後
尾からスタートする。

　　3分前ボード提示後、コース周回時間を
考慮した適切な時点で、レース中断前の
最上位車両とセーフティカーの間に位置
する車両は、追い越しを行わずに1周回
を完了するよう合図され、ピットレーン
上のセーフティカー後方車両列に合流し
なければならない。

４．1分前ボード提示後、エンジンは始動さ
れなければならない。チームスタッフは
30秒前ボード提示までに、すべての機材
を持ってファストレーンから退去する。

５．30秒前ボード提示後に援助が必要となっ
たドライバーは手を挙げる。ファストレ
ーンを離れられる車両が出発した後、競
技役員は当該車両を作業エリアへ押すよ
う指示する。この際、黄旗を持った競技
役員が車両脇に立ち、後続車両に警告を
与える。

６．グリーンライト点灯により、レースはセ
ーフティカー後方から再開される。セー

フティカーは以下の場合を除き、1周回
後にピットへ戻る。

　　・�すべての車両がセーフティカー後方に
整列していない場合

　　・�追加の介入が必要な状況が発生してい
る場合

７．グリーンライト点灯後、セーフティカー
は後続車両とともにグリッドを離れる。
車両は赤旗ライン後方に整列した順序で、
車両5台分以内の間隔を保って続く。列
最後尾の車両がピットレーン出口を通過
すると、ピット出口のライトがグリーン
に変わり、ピットレーンにいる車両はコ
ースへ合流し、セーフティカー後方の隊
列に加わることができる。

８．赤旗ラインを離れる際に遅れてしまった
ドライバーは、残りの車両がピット出口
を通過した後も動かなかった場合、他の
走行している車両を追い越してはならな
い。当該車両はセーフティカー後方の車
両列の最後尾につかなければならない。

　　複数台発生した場合は、コースに出た順
に最後尾へ整列する。

９．審査委員会が、この周回中に不必要な追
い越しを行ったと判断したドライバーに
は、ペナルティが科される。

10．この周回中は、FIA 国際モータースポ
ーツ競技規則付則H項 第2章 2.10「セ
ーフティカー運用手順」を適用する。

11．レースが再開されなかった場合、中断合
図が出された周回の1つ前の周回終了時
点の結果を採用する。

　　中断合図時点で先頭車両が完了していた
周回数が

　　2周未満の場合はレース不成立、
　　2周以上の場合はレース成立とし、競技

車両は車両保管場所へ移動する。

第42条　イベントの延期・取り止め・成立

１．不可抗力による特別の事情が生じた場合、
競技会審査委員会の決定によってイベン
トを延期または取止めることがある。

２．サポートレースのある競技会はメインレ
ースの完了をもって成立したものとみな
される。

３．競技会が延期、取止めとなった場合でも、
各レース区分別にレースの完了をもって
それぞれが成立したものとされる。
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第43条　降雨時の規則

１．スタート前に天侯の条件が変化した場合
には、特別公開練習時間を設けることが
できる。

２．決勝レーススタートが迫って、たとえウ
ェットタイヤを装着しても安全が確保さ
れないような多量な水がトラックを覆っ
た場合、トラックのコンディションが改
善されるまで競技長はスタートを遅らせ
ることができる。

３．サーキットが閉鎖されるか、競技を続行
することが危険とならないかぎり雨天で
のレースは中止されない。
その後次第にコース上の雨量が増加して
危険と判断された場合、競技長は競技会
審査委員会と協議の上レースの中断を決
定することができる。天侯の条件が回復
しだい、新たなスタートの手順を行う。

第44条　レース終了及び順位決定

１．順位判定
優勝車両はそのレース距離の走行を最短
時間で終了した車両か、または所定の時
間に最大の距離を走破した車両とする。
その順位決定は周回数とコントロールラ
イン（ピットレーンのラインも含む）の
通過順に基づいて行われる。ただし、優
勝車両のレース距離の70％（小数点以下
切捨て）に満たない車両には順位の判定
が行われないものとする。

２．レース終了
ａ．先頭車両がフィニッシュライン通過と

同時に、メインポストよりレース終了
の合図とするチェッカーフラッグが提
示される。チェッカーフラッグは、先
頭がフィニッシュライン通過後（３分
間）提示される。

ｂ．先頭車両のフィニッシュライン通過あ
るいは所定時間の終了と同時にピット
出口は閉鎖され、ピットに停止中の車
両は再びコースに戻ることはできない。

ｃ．チェッカーフラッグ
レースの終了はチェッカーフラッグに
よって表示される。万一、先頭を走行
する車両が定められたレース距離ある
いは時間を完走しないうちに誤ってチ
ェッカーフラッグが振られた場合であ
っても、レースはその瞬間に終了した

ものとして順位が判定される。これと
反対に先頭を走行する車両が定められ
たレース距離あるいは時間を完走した
後に、遅れてチェッカーフラッグが表
示された場合は、定められた距離ある
いは時間をもってレースは終了したも
のとして順位が判定される。

３．暫定表彰と表彰式
ａ．レース終了後、暫定結果による上位の

ドライバーの暫定表彰を行う。暫定表彰
を拒否したドライバーは賞典を受ける権
利を放棄したものとみなされる。

ｂ．暫定結果の発表後、30分間以内に抗議
のない場合、暫定結果は競技会審査委
員会の承認手続きを経て正式結果とさ
れる。

ｃ．表彰式が行われる場合は時間と場所が
その都度公式通知によって示される。
エントラント、ドライバーまたはその
代理者は必ず表彰式に出席しなければ
ならない。正当な理由なく表彰式に出
席しなかった者の賞典は競技会組織委
員会において留保される。

ｄ．入賞者は記者会見がある場合は出席し
なければならない。

第45条　レース終了後の車両保管及び再車検

１．保管時間
レース終了後の車両保管は、当該レース
を完走した全車両について行われるもの
とする。保管時間は、競技役員の指示に
より所定の区域に必要時間保管される。
ただし、公式車両検査がレース終了後行
われる場合には、さらに必要時間保管さ
れる。

２．保管車両の引取
エントラントは保管が解除された車両を
速やかにひきとらなければならない。

３．分解検査
入賞及び抗議対象となった車両は、レー
ス終了後に車両の分解その他によって検
査を行うことがある。技術委員長が分解
検査を行う際はエントラント若しくはそ
の代理人が責任をもって車両の分解及び
組立てを行うものとし、関係役員以外の
者が検査に立ち会うことはできない。

４．車両検査に応じない場合は失格とされる。
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第９章　抗　議

第46条　抗議の手続きと制限

１．エントラントは自分が不当に処遇されて
いると判断する場合にはこれに対して抗
議する権利を有する。ただし本規則に規
定された出場拒否または審判員の判定に
対しての抗議は受け付けられない。

２．抗議は抗議申請書に次の抗議料を添え競
技長に提出しなければならない。（国内競
技規則12－2参照）

　⑴準国内、地方、クローズド競技の場合
� 21,200円
　⑵国内競技の場合� 53,300円
３．参加車両に対する抗議は、抗議対象とな

る個所を明確に抗議申請書に記載しなけ
ればならない。抗議によって必要となっ
た車両の分解に要した費用は、その抗議
が否決された場合には抗議提出者、抗議
が成立した場合は抗議対象者が支払うも
のとする。車両の分解等に要した費用は
技術委員長が算定する。また、オーガナ
イザーによって用意された機材、器具、
および計測方法に対する抗議は認められ
ない。

４．技術委員または車両検査委員の決定に関
する抗議は、決定直後に提出しなければ
ならない。

５．公式予選の結果及びスタート位置に関す
る抗議は暫定結果発表後30分以内になさ
れなければならない。

６．レース中の規則違反または過失、不正行
為に関する抗議は、レース終了後30分以
内になさなければならない。

７．レース結果に関する抗議は暫定結果の発
表後30分以内になさなければならない。

第47条　抗議の裁定

１．抗議審査に当たり、競技会審査委員会は
必要に応じて関係当事者及び競技役員な
どを証人として召喚し、陳述を求めるこ
とができる。

２．審査後直ちに裁定が下されない場合、そ
の裁定発表の日時と場所を明らかにして
延期することができる。

３．競技会審査委員会の裁定結果は、審査委
員長より関係当事者のみに口頭をもって
通告され、かつ、競技結果または公式通

知によって公表される。
４．抗議の関係当事者は競技会審査委員会の

裁定結果に服さねばならないが、国内競
技規則第13章の規定に従って控訴するこ
とができる。

第48条　罰　則

１．規則違反、または競技役員の指示に対す
る不厳守は、国内競技規則（国際格式の
場合には FIA 国際競技規則）に記載さ
れている条項にしたがって罰則が適用さ
れる。罰則には、訓戒、罰金、タイムの
加算、ドライブスルーペナルティ、ペナ
ルティストップ、周回数の減算、出場停
止、失格処分などがある。

　１）決勝レース中の反則に対しては、下記
の罰則（タイムペナルティ）が科せられ
る場合がある。
ａ．ドライブスルーペナルティ
ドライバーはピットレーンに進入し、
ピットに停止することなくピット出口
からレースに復帰しなければならない。
ｂ．ペナルティストップ
ドライバーはピットレーンに進入し、
ペナルティストップエリアに少なくと
もタイムペナルティとして科せられた
時間の間、停止した後、ピット出口か
らレースに復帰しなければならない。
また、自チームのピットに停止するこ
とは許されない。ペナルティストップ
エリアでは、車両はエンジンを停止す
る必要はない。エンジンが停止した場
合は、ペナルティの時間が経過した後
に、再始動することができる。
ｃ．タイムペナルティ
決勝結果に対し、以下のタイム加算を
行う。
①５秒加算（Ｔ５）
②１０秒加算（Ｔ１０）

　２）反則行為について、罰則が決定したな
らば、直ちにピット通告が行われ、同時
に罰則の種類を示す表示板、当該車両の
競技番号を記入した黒の表示板がコント
ロールラインで表示される。
黒地に黄色字で「D」と付された場合はド
ライブスルーペナルティ。黒地に白文字
で「P」と付された場合はペナルティスト
ップ。レース終了までに通知できない場
合は、競技結果に対する30秒以上のタイ
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ム加算となる。なお、加算する30秒以上の
タイムは競技会審査委員会の裁量による
ものとする。

　３）競技中失格となったドライバー及び車
両への通告として、当該車両の競技番号
を記入した黒の表示板と黒旗がコントロ
ールラインで表示される。参加者あるい
はその代理人もそれぞれ“停止”の信号
を表示すること。もし、ドライバーが依然
として停止しない場合には、追加の罰則
が科せられる。

　４）１台の車両で複数ドライバーが参加す
る競技において１名のドライバーが失格
となった場合、その車両の他の登録ドラ
イバーも失格となる。

　５）本規則に罰則に関する明確な条項が規
定されていても、必要な場合には罰則の
追加を妨げない。

　６）本条項に従い、科せられたタイムペナ
ルティおよび黒旗提示に対する抗議・控
訴は認められない。

２．参加者は罰金が科された場合には、その
支払い義務を有する。

３．規則の解釈および規則に定められていな
い罰則の選択については、競技会審査委
員会によって決定される。

４．罰則は競技会審査委員会が決定し、書面
をもって参加者に対し迅速に通知する。

第10章　本規則の適用と補足

第49条　本規則の解釈

本競技会に関する諸規則や公式通知の解
釈についての疑義はエントラントに限り
文章によって質疑申し立てが許される。
これに対する回答は競技会審査委員会の
決定を最終的なものとして競技会事務局
を経てなされる。

第50条　公式通知の発行

本規則に記載されていない競技運営上の
細則や参加者に対する指示、本規則書発
表後の新たに必要とされる事項は、公式
通知によって示される。

第51条　本規則の施行

本規則は、2026年１月25日より施行する。
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2026年１月25日改定

第１章
　総　則 １頁
第２章
　エントラント、ドライバー及びピットクルー １頁
第３章
　参加車両 ４頁
第４章
　信号合図及び競技中の安全遵守事項 ６頁
第５章
　公式予選 ９頁
第６章
　レース 10頁
第７章
　ピットイン及びピットアウト 14頁
第８章
　レースの中断及び再スタート 16頁
第９章
　抗　議 19頁
第10章
　本規則の適用と補足 20頁

※太文字は2026年の変更点です
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